
ル
が
業
界
に
根
付
い
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
一
方
、

「
一
部
ま
た
は
全
て
の
商
品
が

２
分
の
１
ル
ー
ル
に
緩
和
さ
れ

た
」
と
す
る
小
売
業
者
が
５
割

を
占
め
る
な
ど
緩
和
の
動
き
も

見
ら
れ
る
。

納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
は
、
翌

日
納
品
が
主
流
だ
が
、
パ
ン
な

ど
品
目
に
よ
っ
て
は
翌
々
日
納

品
が
５
割
近
く
を
占
め
る
な

ど
、
延
長
に
向
け
た
動
き
も
見

ら
れ
た
。
他
方
、
小
売
業
者
の

セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
（
物
流
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
）
に
つ
い
て

は
、
卸
売
市
場
関
係
者
、
メ
ー

カ
ー
、
卸
売
業
者
の
全
て
か
ら

設
定
根
拠
の
不
透
明
性
に
対
す

る
指
摘
が
上
が
っ
た
。

（
田
中
信
也
）

ッ
ク
予
約
受
け
付
け
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
荷
待
ち
な
ど

の
状
況
が
大
き
く
改
善
さ
れ

た
」
と
の
声
が
多
数
あ
っ
た
。

パ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
導
入

の
進
展
や
効
果
に
対
す
る
評
価

が
聞
か
れ
た
一
方
、
「
コ
ス
ト

負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
り
進
ん

で
い
な
い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。
な
お
、
物
流
効
率
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
「
共

同
配
送
な
ど
を
通
じ
た
積
載
率

向
上
」
が
多
く
聞
か
れ
た
。

商
慣
習
で
は
、
店
舗
納
品
期

限
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
が
５

割
強
、
卸
売
業
者
は
４
割
強
が

「
（
納
品
商
品
の
廃
棄
に
関
す

る
賞
味
期
限
の
）
３
分
の
１
ル

ー
ル
が
根
付
い
て
い
る
」
と
ア

ン
ケ
ー
ト
で
回
答
し
、
同
ル
ー

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
８
割
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
十
分
に

転
嫁
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
い

難
い
。

ま
た
、
製
造
・
卸
売
段
階
で

の
値
上
げ
が
店
頭
価
格
に
反
映

さ
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を

指
摘
す
る
声
が
多
く
、
「
小
売

業
者
か
ら
以
前
の
価
格
と
の
差

額
補
償
を
要
請
さ
れ
た
」
と
い

っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
主
と
し

て
生
鮮
食
料
品
を
扱
う
農
業
者

団
体
や
卸
売
市
場
関
係
者
か
ら

は
、
加
工
用
や
飲
食
店
向
け
の

納
品
に
つ
い
て
「
転
嫁
で
き
て

い
る
」
と
の
声
が
あ
る
一
方
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
納

品
で
は
「
転
嫁
で
き
て
い
な

い
」
と
の
指
摘
が
上
が
っ
た
。

物
流
に
関
し
て
は
、
「
ト
ラ

把
握
を
目
的
に
、
①
価
格
転
嫁

②
物
流
③
商
慣
習
④
電
子
取
引

な
ど


を
調
査
項
目
と
し
て

設
定
し
た
。

価
格
転
嫁
に
関
し
て
は
、
主

に
加
工
食
品
を
取
り
扱
う
メ
ー

カ
ー
・
卸
売
業
者
の
９
割
以
上

が
「
協
議
で
き
た
」
と
ア
ン
ケ

ー
ト
で
回
答
し
て
お
り
、
22
年

度
に
比
べ
進
展
し
た
。
た
だ
、

労
務
費
の
上
昇
分
は
５
割
、
エ

食
品
な
ど
の
取
引
適
正
化
の

た
め
、
小
売
業
者
、
卸
売
業

者
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、
卸
売
市

場
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
（
８
５
３
社
）
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
２
０
３
社
）
を
実

施
。
23
年
度
の
調
査
で
は
、
24

年
４
月
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制

の
適
用
を
踏
ま
え
、
24
年
問
題

へ
の
取
り
組
み
状
況
や
課
題
の

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。

つ
い
て
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
課
題
が
山
積
し
て
い

「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
直

面
す
る
中
、
食
品
物
流
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
予
約
受
け
付
け
シ
ス

テ
ム
の
導
入
が
進
み
、
納
品
リ

ー
ド
タ
イ
ム
の
延
長
な
ど
改
善

が
み
ら
れ
る
一
方
、
価
格
転
嫁

は
不
十
分
で
、
パ
レ
ッ
ト
の
導

入
も
想
定
よ
り
進
ん
で
い
な
い



。
農
林
水
産
省
が
実
施
し

た
２
０
２
３
年
度
の
食
品
な
ど

の
流
通
に
関
す
る
調
査
で
、
価

格
転
嫁
や
効
率
化
、
商
慣
習
に

浜
田
会
長
は
「
脱
フ
ロ
ン
な

ど
冷
蔵
倉
庫
業
界
の
置
か
れ
た

厳
し
い
状
況
に
、
『
２
０
２
４

年
問
題
』
が
拍
車
を
掛
け
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
官
民
合
わ
せ

た
物
流
の
全
関
係
者
が
全
体
最

適
で
大
局
的
な
視
点
で
協
力
し

な
け
れ
ば
対
処
は
難
し
い
。
国

土
交
通
省
の
ご
支
援
を
頂
き
な

が
ら
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

業
界
功
労
者
表
彰
で
は
、
中

日
本
冷
蔵
の
藤
林
源
治
社
長
が

表
彰
さ
れ
、
春
の
叙
勲
で
旭
日

双
光
章
を
受
章
し
た
河
合
製
氷

冷
蔵
の
河
合
弘
吉
会
長
を
全
員

で
祝
っ
た
。

（
山
根
藍
利
）

区
分
の
変
更
が
実
現
し
た
。
総

務
委
員
会
（
田
中
一
範
委
員

長
）
で
は
、
２
０
２
３
年
８
月

に
新
し
く
外
国
人
雇
用
検
討
部

会
を
発
足
。
引
き
続
き
、
技
能

実
習
制
度
、
特
定
技
能
制
度
の

職
種
・
分
野
の
追
加
申
請
に
向

け
た
申
請
を
行
う
。
事
業
計
画

で
は
、
需
給
動
向
の
把
握
、
設

備
老
朽
化
対
策
、
自
然
冷
媒
使

用
促
進
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

予
算
は
会
費
収
入
な
ど
１
億
３

０
０
４
万
円
。

い
た
。
ま
た
、
小
門
賢
一
氏

（
59
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
物
流
）

が
副
会
長
に
新
た
に
就
任
し
、

副
会
長
は
１
人
増
の
９
人
と
な

る
。決

算
は
収
入
１
億
３
２
１
９

万
円
。
業
務
委
員
会
（
西
川
公

人
委
員
長
）
を
中
心
に
国
土
交

通
省
に
見
直
し
案
を
要
望
し
て

い
た
冷
蔵
倉
庫
の
保
管
温
度
帯

日
本
冷
蔵
倉
庫
協
会
（
浜
田

晋
吾
会
長
）
は
３
日
の
総
会

で
、
役
員
補
充
選
任
に
つ
い
て

承
認
し
た
。
井
上
祐
司
副
会
長

（
70
、
ヨ
コ
レ
イ
）
の
後
任
に

古
瀬
健
児
氏
（
61
、
同
）
が
就

停
波
予
定
の
第
３
世
代(

３
Ｇ)

通
信
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
非
常
時
の
連
絡
手
段
に

無
料
対
話
ア
プ
リ｢

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ｣

を
使
用
す
る
ま
た
会
長
に
一

元
化
し
て
い
た
発
災
時
の
対
応

が
過
負
荷
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
、
発
災
の
際
に
は
会
長

を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本

部
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

決
算
は
前
年
度
繰
越
金
含
め

３
１
７
９
万
円
で
、
３
２
７
万

円
を
繰
り
越
し
た
。
刷
新
予
定

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
れ
替
え

費
用
と
し
て
積
み
立
て
た
。

今
年
度
は
企
業
交
流
会
や
研

修
会
、
意
見
交
換
会
な
ど
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
予
算
は

２
９
１
１
万
円
。

小
山
会
長
は
「
『
２
０
２
４

年
問
題
』
は
運
送
事
業
者
だ
け

の
課
題
で
は
な
く
、
解
決
に
は

物
流
ひ
と
く
く
り
で
効
率
を
上

げ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
効
率
化

に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事
例
な
ど
、
情
報
共
有
や
学
び

に
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
活

動
を
進
め
て
い
く
」
と
話
し

た
。

（
山
根
藍
利
）

に
総
会
と
全
体
会
を
開
き
、
決

算
な
ど
を
承
認
し
た
。
災
害
対

策
に
関
す
る
会
則
も
一
部
改
訂

し
、
現
代
の
モ
バ
イ
ル
環
境
に

適
し
た
内
容
に
変
更
す
る
な
ど

実
効
性
を
高
め
る
。

｢

防
災
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｣

と
し
て
運
用
し
て
い
た
規
定
を

「
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
変

更
。
導
入
し
て
い
た
無
線
機
が

倉
庫
業
青
年
経
営
者
協
議
会

（
小
山
嘉
一
郎
会
長
）
は
５
日

可
証
受
け
取
り
を
可
能
に
す

る
、
定
常
的
な
用
務
へ
の
使
用

に
関
し
て
は
許
可
の
有
効
期
間

を
「
原
則
１
年
以
上
」
と
す

る
、
複
数
の
管
轄
区
域
が
ま
た

が
る
申
請
に
つ
い
て
も
同
一
の

警
察
署
で
申
請
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
っ
た
措
置
を
挙
げ
て

い
る
。

ど
の
状
況
把
握
を
可
能
と
す
る

Ｇ
（
重
力
）
空
間
の
利
活
用
な

ど
も
継
続
的
に
措
置
を
行
う
。

更
に
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
業
務

用
車
両
の
駐
車
規
制
に
つ
い
て

は
、
手
続
き
の
規
制
緩
和
を
24

年
度
に
行
う
方
針
。
警
察
署
へ

の
駐
車
許
可
申
請
で
、
初
回
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請
と
許

対
す
る
航
空
局
の
許
可
・
承
認

手
続
き
の
短
縮
（
即
日
が
目

標
）
や
不
要
化
、
「
ド
ロ
ー
ン

情
報
基
盤
シ
ス
テ
ム
」
改
修
、

審
査
業
務
の
外
部
委
託
な
ど
は

24
年
度
に
措
置
。
ド
ロ
ー
ン
航

路
の
実
現
に
伴
う
「
空
間
Ｉ

Ｄ
」
の
活
用
で
、
飛
行
経
路
内

の
地
形
・
気
象
や
人
の
流
れ
な

以
外
の
信
号
利
用


に
つ
い

て
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安

基
準
の
関
係
告
示
を
改
正
し
て

対
応
済
み
。
運
送
計
画
、
運
送

能
力
、
入
出
庫
情
報
な
ど
物
流

に
関
す
る
情
報
項
目
の
定
義
や

標
準
形
式
を
定
め
た
「
物
流
情

報
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
導

入
方
法
・
事
例
を
分
か
り
や
す

く
示
し
た
利
用
手
引
も
作
成
・

発
信
し
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無

人
機
）
の
事
業
化
に
向
け
た
環

境
整
備
と
し
て
、
総
重
量
25
㌔

超
の
機
体
に
関
す
る
審
査
要
領

の
要
件
具
体
化
、
利
用
申
請
に

の
車
体
や
関
連
シ
ス
テ
ム
で
運

行
記
録
デ
ー
タ
（
速
度
、
時

間
、
距
離
）
を
容
易
に
取
得
で

き
る
場
合
は
不
要
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
23
年
度
か
ら
検
討

を
開
始
。
自
動
運
転
の
早
期
実

現
を
目
指
す
。

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
「
見

え
る
化
」
を
促
進
し
、
物
流
の

効
率
化
と
物
資
の
安
定
輸
送
を

実
現
す
る
た
め
①
ク
ラ
ウ
ド
上

で
の
車
両
運
行
デ
ー
タ
保
存
②

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
な
ど
の
通
信
を
活

用
し
た
車
両
運
行
デ
ー
タ
の
出

力
③
走
行
速
度
や
距
離
と
い
っ

た
情
報
取
得
時
の
車
速
パ
ル
ス

５
月
31
日
、
規
制
改
革
推
進

会
議
（
冨
田
哲
郎
議
長
、
東
日

本
旅
客
鉄
道
相
談
役
）
で
答
申

と
し
て
決
定
し
た
。
物
流
の

「
２
０
２
４
年
問
題
」
に
対
応

す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
や
倉
庫

を
は
じ
め
既
存
の
物
流
リ
ソ
ー

ス
の
複
数
事
業
者
間
の
有
効
活

用
と
、
荷
主
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
間
の
効
率
的
な
マ
ッ
チ

ン
グ
に
向
け
、
か
ね
て
国
交
省

に
対
し
、
運
行
記
録
規
制
の
見

直
し
を
要
望
し
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
運
行
記
録
計
を

義
務
付
け
る
輸
送
安
全
規
則
の

見
直
し
で
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

札幌流通センター運送事業協同組合
理事長

札幌市白石区

大斗運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

月寒運輸株式会社
社 長

札幌市白石区

株式会社 杉本運輸
社 長

北海道小樽市

東日運送株式会社
社 長

仙台市若林区

高崎地区運送事業協同組合
理事長

群馬県高崎市

埼玉県トラック協同組合連合会
会 長

さいたま市大宮区

埼玉県央流通事業協同組合
理事長

埼玉県羽生市

足立貨物運送事業協同組合
理事長

東京都足立区

株式会社 浅井
社 長

東京都大田区

中村 潤

中村 潤

佐々木憲治

杉本 憲昭

庄子 哲朗

吉原 秀忠

鳥居 伸雄

穐山 正明

相楽俊一郎

浅井 隆

関東運送事業協同組合
理事長

東京都新宿区

東陸事業協同組合
理事長

東京都新宿区

日本貨物運送協同組合連合会
会 長

東京都新宿区

（順不同）（順不同）

全国赤帽軽自動車運送協同組合連合会
会 長

東京都台東区

神田トラック運送事業協同組合
理事長

東京都千代田区

協同組合 アツリュウ
理事長

神奈川県厚木市

協同組合 ロジ･ウイン
理事長

神奈川県小田原市

水野 功

村山 正治

御手洗 安

倉坂 正道

澁谷 隆義

藤木 幸二

佐藤 一英

中信トラック協同組合
理事長

長野県松本市

新潟県トラック事業協同組合連合会
理事長

新潟市中央区

富山県陸運事業協同組合連合会
会 長

富山市

岐阜県貨物運送協同組合連合会
会 長

岐阜市

静岡県貨物運送協同組合
理事長

静岡市葵区

愛知県貨物運送協同組合連合会
会 長

名古屋市中区

愛知中央トラック事業協同組合
理事長

名古屋市中区

丸山 照二

秋葉 潔

古木 準一

清水豊太郎

内田 貴典

柘 勝

小笠原 忍

愛知県貨物運送協同組合
理事長

名古屋市瑞穂区

名古屋港トラック事業協同組合
理事長

名古屋市港区

豊田トラック事業協同組合
理事長

愛知県豊田市

中部トラック協会
会 長

愛知県みよし市

三重県トラック事業協同組合連合会
会 長

津市

大阪府貨物運送協同組合連合会
会 長

大阪市城東区

富士通運輸興業株式会社
社 長

大阪市東住吉区

鷹見 正彦

柘 勝

熊澤 洋一

寺岡 洋一

川北 辰実

重 博文

重 博文

合通ホールディングス株式会社
社 長

大阪市福島区

梅田運輸倉庫株式会社
社 長

大阪市福島区

株式会社 サカイ引越センター
社 長

堺市堺区

兵庫県貨物運送協同組合連合会

神戸市灘区

岡山県運送事業協同組合連合会
会 長

岡山市北区

香川県トラック総合配送センター協同組合
理事長

高松市

愛媛県トラック運送事業協同組合
理事長

松山市

愛媛県貨物運送事業協同組合
理事長

松山市

事業協同組合 高知総合輸送センター
理事長

高知県南国市

鹿児島共同配車センター事業協同組合
理事長

鹿児島市

大和 隆人

井上 眞吾

田島 哲康

役員一同

津田洋一朗

西應 佳樹

御手洗 安

川端 洋一

北岡 邦夫

有村 住美

（
面
担

田
村
咲
絵
）

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
荷
主
と
の
運
賃
交
渉
に
も
使

い
た
い
。
ま
ず
は
、
標
準
的
な
運

賃
が
実
際
幾
ら
な
の
か
を
も
っ
と

周
知
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

不
正
か
ら
の
信
頼
回
復
に
は
、

ま
ず
合
法
的
な
経
営
が
不
可
欠

だ
。
そ
の
上
で
、
持
続
可
能
な
物

流
の
維
持
に
向
け
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
頭
を
ひ

ね
っ
て
い
る
運
送
事
業

者
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
適
正
な

運
賃
を
支
払
う
体
制
を
構
築
し
て

ほ
し
い
。
今
回
の
不
正
は
こ
う
し

た
期
待
を
根
本
か
ら
裏
切
る
も
の

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
産
業
が
衰
退

し
、
適
正
運
賃
を
検
討
す
る
ど
こ

ろ
か
他
の
国
と
の
競
争
に
も
屈
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
。(

今
松
大)

よ
う
と
必
死
に
知
恵
を
出
し
て
い

る
。
「
24
年
問
題
対
策
」
と
書
い

た
だ
け
で
、
既
に
数
人
の
経
営
者

か
ら
お
叱
り
を
受
け
そ
う
だ
。

「
『
24
年
問
題
』
で
は
な
く
『
24

年
改
革
』
」
と
提
唱
す
る
人
も
い

れ
ば
、
「
こ
れ
は
千
載
一
遇
の
チ

ャ
ン
ス
」
と
捉
え
る
人
も
い
る
。

い
ず
れ
も
荷
主
と
の
交
渉
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

求
荷
求
車
シ
ス
テ
ム
に
輸
送
区

間
と
距
離
を
入
力
す
る
と
自
動
的

に
標
準
的
な
運
賃
が
示
さ
れ
、
そ

れ
を
下
回
る
金
額
で
契
約
し
そ
う

に
な
る
と
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出

る
仕
組
み
を
提
案
す
る
人
も
い

し
っ
か
り
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
た
矢
先
の
話
だ
。
好
業

績
の
陰
で
こ
う
し
た
不
正
が
行
わ

れ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
一
連
の
不
正
を
受
け
、
ま

た
工
場
の
稼
働
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
完
成
車
や
部

品
を
輸
送
す
る
運
送
事
業
者
へ
の

影
響
も
計
り
知
れ
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
を
動
か
せ
な
く
な
っ
た
運
送
事

業
者
が
泣
き
寝
入
り
す
る
事
態

は
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
４
月
以
降
も
取
材
で
東

北
各
地
に
足
を
運
ん
で
い
る
が
、

運
送
事
業
者
の
思
い
は
切
実
で
熱

い
。
何
と
か
こ
の
難
局
を
突
破
し

ま
た
か


。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
日
の
朝
刊
各
紙
の
１
面

ト
ッ
プ
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど

の｢

型
式
指
定｣

に
関
わ
る
不
正
申

請
が
発
覚
し
た
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
こ

の
手
の
不
正
を
何
度
耳
に
す
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
。
謝
罪
と
改
善
宣

言
が
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ

一
向
に
体
質
が
改
ま
ら

な
い
の
か
。
関
係
者
に

は
猛
省
を
促
し
た
い
。

先
月
の
紙
面
に
、
ト
ヨ
タ
の
２

０
２
４
年
３
月
期
決
算
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
。
純
利
益
が
５
兆
円

で
、
国
内
製
造
業
で
初
の
４
兆
円

台
を
突
破
し
た
な
ど
の
威
勢
の
良

い
見
出
し
が
躍
っ
て
い
た
。｢
２

０
２
４
年
問
題｣

の
渦
中
で
、
そ

の
利
益
が
物
流
関
係
事
業
者
に
も

信
頼
回
復
へ
合
法
経
営
不
可
欠

農
水
省
調
べ
■
食
品
物
流｢

24
年
問
題｣
対
応

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
は
進
展

◆
規
制
改
革
実
施
計
画

政
府
◆
規
制
改
革
実
施
計
画

政
府
◆
規
制
改
革
実
施
計
画

自
動
運
転
早
期
実
現
へ
年
内

結
論

倉青協

｢災害対策｣会則変更
非常時にＬＩＮＥ使用

「
情
報
共
有
や
学
び
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
活
動
を

進
め
て
い
く
」
と
小
山
会
長

日冷倉協

副
会
長
８
人
→
９
人

｢

大
局
的
視
点
で
協
力
を｣

「
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
浜
田
会
長

政
府
は
近
く

２
０
２
４
年
度
の｢

規
制
改
革
実
施
計
画｣

を
閣
議
決
定
す
る

物
流
関
係
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
や
関
連
シ
ス
テ
ム
か
ら
運
行
記
録
デ
ー
タ
を
容
易
に
取
得
で
き
る
場
合
は
別

途
運
行
記
録
計
の
設
置
を
不
要
と
す
る
た
め
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
改
正

を
明
記
国
土
交
通
省
で
検
討
を
開
始
し
て
お
り
年
内
に
結
論
を
出
し
実
施
す
る
見
通
し
だ


（
田
中
信
也
）

調査結果の概要
①価格転嫁①価格転嫁
● メーカー、卸売業者で、
原材料は22年度に比べ価
格転嫁が進展するも、労
務費やエネルギーコスト
の上昇分の転嫁は不十分

● 主として生鮮食料品を扱
う農業者団体や卸売市場
関係者から、加工用や飲
食店向けの納品は「転嫁
できている」との声があ
る一方、スーパーマーケ
ットへの納品では「転嫁
できていない」と指摘

②物 流②物 流
● トラック予約受け付けシ
ステムの導入により荷待
ちなどの状況が大きく改
善されたとの声が多数

● パレット導入は進展や効
果を評価する声がある一
方、コスト負担などの課
題により進んでいないと
の指摘

③商慣習③商慣習
● 店舗納品期限で３分の１
ルールが業界に根付いて
いる一方、小売業者の５
割が一部または全商品で
２分の１ルールに緩和と
回答

● 納品リードタイムは翌日
納品が主流も、品目によ
っては翌々日納品が５割
近くに上る

④電子取引など④電子取引など
● 小売業者のオンライン化
は進んでいるが、メーカ
ー、卸売業者はオンライ
ン受注が進んでいるとこ
ろと、ファクス受注が大
半なところに二分される
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